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ドゥ アー と ズ イ ク ル 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 が 生き る うえ で 最 
も 尊い 時 間 は 、 僅 大 な る アッ ラー に 向かい 、 ア ッ ラ 
ー と 向き 合っ て いる 時 で す 。 ア デッラ ー と 向かい 合う 
為 の 最良 の 方 法 は 、 ド ゥ アー と ズ ィ イク ル で す 。 
「 ド ゥ アー は イ バ ー ダ の 真髄 で ある 。」 

ドゥ アー と ズ ィ イク ル は 、 ア デッラ ー と し も ゃ も で の 間 
の 強い 結び つき で す 。 ドゥ アー や ズ ィ ク ル か ら 憶 ざ 
か る こと は 、 人 が その 創造 主 と の 結び つき を 細め 、 
結果 と し て 宗教 生活 が も ろく な っ て し まう こと の 要 
因 と な り ま す 。 特に 、 今 日 で は 私 た ちの 心 を 迷わ せ 
る あま り に も 多く の 否定 的 要素 が 存在 する 為 、 信 者 
が ドゥ アー や ズ ィ ク ル と 深い 結び つき を も っ て 生き 
る こと は と て も 重要 な こと 
と な る の で す 。 
ドゥ アー や ズ ィ ク ル と 共に 
生き る こと は 、 デ アッラー を 
見 て いる か の よう に 生き る 
こと で す 。 私 た ち は ア ッ ラ 
ー を 見 る こと は 出来 な く て 
も 、 ア ッ ラ フラー は 私 た ち を ご 
覧 に な か っ て お られ る の で す 。 
ドッ アー と ズ イ ィ イク ル は 、 人 
に , アデ ッ フ ラー と 共に いる と 
いう 認識 を 与え 、 信 者 が 精神 的 に より は っ きり と し 
た 意識 を 持っ て 時 を 過ごす こと を 可能 に する も の で 
す 。 時 は 、 人 に 与え られ た 大 き な 信 託 で あり 、 恵 み 
で す 。 ドゥ アー と ズ ィ ク ル と 共に 生き る 人 は 、 あ ら 
ゆる 有 瞬間 、 あ ら ゆ る 振る 舞い に お いて 任 を 負い 、 
日 々 の 生活 の あら ゆる 段階 で 主 を 志 れ る こと は あり 
ませ ん 。 こ の 世 的 な 仕事 で 忙し くす ご すこ と も 、 彼 
を アッ ラー の 想起 か ら 境 ざけ る こと は あり ませ ん 。 
交易 や 商売 は 、 彼 が アッ ラー を お も うこ と の 妨げ に 
は な ら な い の で す 。 

「 人 びと は 、 交 易 や 商品 に 惑わ され な いで 、 ア ッ ラ 
ー を 念じ 、.….」 ( 御 光 章 第 3 7 節 ) そし て 、 「 だ 
か ら わ れ を 念じ な さい 。 そ うす れ ば われ も あな た が 
た に 有 就 いて 考慮 する で あろ う 。」 (雌牛 章 第 1 5 2 
節 ) と いう 節 が 、 人 生 に お いて 実践 され る の で す 。 
アッ ラー を 忘れ ず に いる こ WW ら す も の と し て 、 
真 の ムスリム は 、 か ん た ん に は 悪事 を 働か ず 、 ア ッ 





ラー が 定め られ た 境界 を 踏み 越え を て し まう こと も あ 
り ま せん 。 なぜなら 、 悪 事 に 近付い た 時 に は 、 ア ッ 
ラー が 自分 を ご 覧 に な っ て いる こと 、 心 の 中 で 思っ 
た こと で すら ご 存 知 で ある こと を 思い 出す の で す 。 
自ら に 与え られ た 尊い も の を 思い 出し 、 そ の 美 し さ 
を 失う こと を 望ま な く な る の で す 。 

ムスリム の 皆様 。 私 た ちの 声 を 聞く 者 が 誰 も い 
な いと ころ で 私 た ちの 声 を 聞か れ 、 誰 も 私 た ち を 見 
る 者 が いな いと ころ で 私 た ち を ご 覧 に な られ 、 誰 も 
知る こと の な い 私 た ちの 意志 、 考 え 、 秘 め ご と を 知 
られ 、 誰 も 助け と な ら な いと ころ で 私 た ちの 助け と 
な られ る お 方 の 慈 奈 、 愛 情 を いた だ く こ と が で きる 
と いう こと 以上 の 幸運 が あ 
の で し よう か 。 そ ぞう 。、 ド トッ 
アー と ズ イ ィ イ ク ル は 、 こ の 愛 
情 、 慈 悲 の 源 へ の 結び つき 
を 求め る こと な の で す 。 
「 われ に 祈 れ 。 わ れ は あな 
た が た に 答え る で あろ 
う 。」 (ガー フィ ル 章 第 6 
0 節 ) と いう 章 句 は 、 こ れ 
以外 の 何 を 示し て いる と い 
を る で し よう が 。 
アッ ラー は 、 型 や 形 で は な く 、 心 を ご 覧 に な られ ま 
す 。 心 が 悪 に 満た され て いれ ば 、 彼 に は 価値 は 与え 
られ ませ ん 。 だ か ら 預 言 者 へ ハハ ンマ ド ( 彼 の 上 に 平 
安 あ れ ) は 、「 ア ッ ラ ー は 、 信 慢 で ある 人 の ドッ ゥ ッ ア 
ー は 受け 入れ られ な い 。」 と 仰せ られ まし た 。 
ドゥ アー と ズ イ ィ イク ル は 、 イ バー ダ の 王 で あり 、 真 髄 
で す 。 だ か ら 、 最 大 の イ バ ー ダ で ある 礼拝 の 、 全 て 
の ラ カ ー ト で 、 最 も すばらし い ド ッ ゥ アー と ズ ィ イク ル 
を 含ん で いる 開 端 章 が 読ま れる の で す 。 こ れ も 、 信 
者 が 、 ド ゥ アー と ズ ィ イクル に いか に 結び つい て 生き 
る べき か を 示す 一 つの 証明 で す 。 

本 日 の フト バ を 、 聖 ハデ ィ ー ス に よっ て 締め く 
くり た いと 思い ます 。 「 主 を 祈念 する 者 と し な い 者 
の 差 は 、 生 き て いる 人 と 死者 の 差 ほ ど ば で ある 。」 


www.tokyocamll.Oord 


